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４．平成 22 年度蒲田駅周辺整備計画策定調査研究会での検討内容 

 
 

 

 

にぎわいあふれる多文化都市、 
だれもが安心して気持ちよく過ごせる 
人にやさしい蒲田 

蒲田駅周辺地区グランドデザイン 

 
蒲田の 

まち全体 

の将来像 

 

 

戦災復興により形成されてきたまちの骨格は、

40 年の月日を経た現在の社会・経済情勢への

適合ができなくなり課題が顕在化 
 

・蒲田駅や線路敷による東西地区の分断、災害時の東西

地区連絡通路の不足 

・既存東西連絡通路の混雑・錯綜、バリアフリー未対応 

・放置自転車増加に伴う歩行者や緊急車両の通行障害 

・駅前広場の空間の狭さ、機能上の不足 

・躯体老朽化に伴う駅ビルの近い将来の建替え必要性 

・駅前広場近接街区の建物の老朽化、更新時期 

・十分に利用されていない建物の容積率 

・新空港線「蒲蒲線」（以下、「蒲蒲線」という）整備を見据え

た駅を中心とする地区の将来像の必要性 

 

地区の現況課題の整理 

 

 

 

羽田空港の国際化や周辺教育機関の規模拡

大等に伴う、新たな対応への要求 
 

・羽田空港の国際化に伴う空港アクセス機能など交通結

節機能の強化 

・横浜、川崎など周辺地域との都市間競争への対応 

・京急連続立体交差関連事業の推進 

・第一京浜・環状 8 号線立体交差事業の推進 

・日本工学院専門学校・東京工科大学の規模拡大 

・低炭素都市づくりの推進や少子高齢社会への配慮 

 
 

 
 

 

蒲田駅を
中心とす
る地区の
将来像の

検討 

更
な
る
国
際
化
な
ど
新
た
な
時
代
に
応
じ
た
都
市
再
生
に
よ
り 

「多
文
化
都
市
・蒲
田
」を
牽
引
す
る
交
通
結
節
拠
点 

 

 

自由通路・自転車駐

車場・駅前広場など

都市基盤施設の改

善・整備等による 

交通結節機能の強化 

 
 

各基盤施設整備計画の技術的検討 
 

地区周辺の動向、新たな課題 

・留意点の整理 

現況課題が明らかになっている蒲田駅を中心

とする地区において、周辺動向を踏まえ、新

たな課題への対応を推進し、都市再生を実現

する 

蒲田駅を中心とする 

地区の整備方針の設定 

 

 

 

駅舎・駅ビル、駅直近

街区の機能更新・市

街地整備等による 

拠点性の強化 

 
 

全体基盤施設整備計画の検討 
 

公共空間中心の基盤整備 
 

・各施設検討を踏まえ、歩行者や自転車交

通のネットワークや公共交通の利便性

向上など、公共空間を中心とした基盤整

備のあり方を検討 

 
 

 蒲
田
駅
周
辺
整
備
構
想
（た
た
き
台
）の
検
討 

※
中
間
報
告 

・まちが持つ強みや弱み、周辺他地区との役割分

担、駅直近としての立地特性を踏まえ、蒲田駅直

近で戦略的に誘導、強化を図っていくべき都市機

能について検討 

整備方針① 

整備方針② 

※上記の研究会での検討内容を踏まえ継続的な検討の深度化とともに、今後の関係事業者・機関、地元等との協議・検討が必要 

戦略的に誘導、強化を図る機能の整理  
 

・官民連携により都市基盤の更なる機能向

上が見込まれる街区や、近い将来の建

替えが必要となる建物や街区などを対

象に、交通結節機能や拠点性の強化に

向けた開発誘導・配慮事項を検討 

駅直近街区の開発誘導の考え方 

官民連携による機能向上 
 

・駅周辺の限られた公共空間のみではな

く、駅舎・駅ビル、駅直近街区との連携

による更なる機能向上の可能性を検討 

・地盤面を中心とした基盤整備・都市空間

形成、あるいは立体的な都市空間形成

の可能性など複数案を検討 

■自由通路 
 
駅北側、現連絡通路、駅南側での自由通路の設 

置可能性と課題 
 

【検討の視点】 

・現連絡通路の混雑改善、屈曲など分かり難さの改善 

・駅東西地区間の連絡性・回遊性の強化 

・災害時も利用可能な、24 時間開放の自由通路の確保 

・自転車の東西連絡通路の確保 

■駅前広場 
 
機能向上のための再整備の可能性と課題 
 
【検討の視点】 

・羽田空港の国際化など周辺動向にも対応した交通結節機能の強化 

・駅から離れた位置にあるため分かり難い、バスをはじめとした交通 

機能の集約化 

・回遊やにぎわいを促す安全かつ豊かな歩行者環境（動線、広場）の 

確保 

・地元からの要望が強いイベントスペースの確保 

■自転車駐車場 
 
不足台数の確保や利便性向上などに向けた整備 

可能性と課題 
 
【検討の視点】 

・多数の暫定施設を振替え・吸収する北東エリア対応の自転車駐

車場の確保（補 36 号線・駅前広場下、など） 

・他の交通との関係に配慮した、安全な自転車走行空間の確保 

・違法駐輪など駅周辺の環境改善を図る、官民連携によるソフト・ 

ハード両面からの自転車施策の推進 

 

グランドデザインでの「アクションプラン」

に関連する基盤施設整備の技術的検討 




